
  揖斐農林事務所の普及活動状況 令和３年７月２１日現在 

 

 

■かき・いちご・ＤＸ農場技術習得グループ 農業ＤＸ化スタートアップ研修が開催される 

 ７月６日に、農政課主催の農業ＤＸ化スタートアップ研修がオンラ

インにて開催され、サテライト会場のＪＡいび川大野営農経済センタ

ーでいちごとかきの生産者が受講した。 

 揖斐管内では、いちご生産者３名、かき生産者３名が環境モニタリ

ング装置の設置を計画しており、データ収集と分析により栽培改善等

に繋げていくことを目的としている。 

 今回、かき生産者 11名、いちご生産者３名が出席し、植物の栽培環

境について、植物生理を中心とした講義と機器を使用して環境のモニ

タリングを行っていく上での注意事項等について説明があり、出席者

は理解を深めた様子であった。 

 今後、農業普及課では今回の講義内容を参考に、より効果的な方法

で環境モニタリングを実施していけるよう支援を行う。 

 

 

 

■新規就農者等 「第２回揖斐地域就農支援協議会」を開催 

７月 15日に第２回揖斐地域就農支援会議を実施した。研修生に対す

る研修メニュー、新規就農者から認定農業者への移行支援の方法等につ

いて協議を行った。 

研修生に対する支援協議会主催の研修については、７月 28日に５名

の研修生等に、揖斐地域の農業や農業経営の基礎について、農業普及課

が講師で実施する。また、認定農業者への移行支援については、町ごと

に、直近およそ 10年の新規就農者に対し、経営状況を勘案しながら支

援について検討を行い、対象者を明らかにした。 

その他、４月から７月までの就農相談について情報を共有した。 

 

 

 

■農事組合法人の経営支援 農業経営者サポート事業 

 アグリチャレンジ支援センターが実施する農業経営者サポート事業

の支援対象として（農）西黒野を推薦しており、７月７日に関係機関と

（農）西黒野の現状と課題を共有し、支援内容を検討した。 

 次回から専門家のアドバイスを受け経営改善に取り組むとともに、将

来の課題としてオペレーターの確保や組合員による農地管理が挙げら

れた。これらの課題は各担い手に共通しているため、課題解決に向けた

担い手同士の協力を検討する機会を設けることとした。 

 

 

 

今月の重点活動 

ぎふ農業・農村を支える人材育成   

【会議の様子】 

【会議の様子】 

【研修会の様子】 



【小菊目揃会の様子】 

【摘果講習会の様子】 

【帰農塾現地実習の様子】 

■かき・帰農塾生 第２回柿帰農塾が開催される 

 ７月 10 日に、第２回の柿帰農塾がＪＡいび川主催で開催され塾生

８名が参加した。 

 農業普及課から主要な害虫、病気の対策と、効果的な病害虫防除

の方法や考え方について説明した。また、今後の柿園の管理につい

て、摘果作業や、排水・潅水対策、肥培管理等について説明した。  

塾生から質疑が多くあり、日ごろの疑問点の解決の場となった。 

 実技研修では、大野町かき振興会観光農園にて振興会技術部会員

役員が講師となり、実際の摘果作業の実演と、摘果方法の説明が行

われ、塾生も実際に作業をしながら技術習得した。 

 次回は優良かきほ場の現地巡回を予定しており、活動支援を行う。      

 

 

■小菊 ～目揃え会を開催～ 

 揖斐川町久瀬花き生産組合小菊部会は、７月15日に出荷目揃会

を開催した。今年度は暖冬傾向と春先の好天で、出荷は平年より

前進傾向となっている。６月からは空梅雨気味となったが、端境

期となり高値傾向となった。シーズンのひとつの山である盆出荷

に向けて、咲き具合や病害虫の有無など品質を再確認し、意識統

一を図った。 

農業普及課は、気象に対応した技術や病害虫管理について情報

提供し、高品質な小菊栽培を支援した。 

 

 

■かき・大野町かき振興会 かきの摘果講習会の開催 

６月 27日に大野町かき振興会会員を対象としたかきの摘果講習会

が開催された。 

 新型コロナウイルスによる蔓延防止対策として、希望者のみを対 

象として振興会の観光農園で開催され、26 名が参加した。 

 農業普及課から、摘果の目的、摘果作業の進め方等に関する説明

を行った。その後現地にて技術部会員が講師となり、摘果作業の実

演を交えながら、説明が行われた。参加者は、自分の実施している

摘果作業と比較し、作業のポイントについて再確認できた様子であっ

た。 

  

■金ごま 生育調査の実施 
 ５月下旬から６月中旬にかけて、令和３年産の金ごまの播種が 10

戸の生産者で行われた。今年初めて栽培に取り組む生産者が７戸あ

り、ほ場条件もまちまちであるため、全体の生育状況を把握する必

要がある。 

そのため、全ほ場について、ＪＡいび川とともに、発芽状況、そ

の後の生育状況について、生育調査を実施した。中には生育の悪い

ほ場もあり、今後、引き続き調査を行い生産者に情報提供を行う。 

 

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

中山間地域を守り育てる対策 

【７月 16日 生育状況】 


